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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、cAMPシグナル伝達を刺激する7回膜貫通型Gタンパク質共役型メラノコルチン受容体タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は、メラノサイト刺激ホルモン（MSH）および副腎皮質刺激ホルモン（ACTH）の受容体であり、皮脂生成に関与していると考えられています。[RefSeq提供、2010年6月],機能：MSH（α、β、γ）およびACTHの受容体。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを活性化するGタンパク質によって媒介されます。この受容体は、メラノコルチンの免疫調節特性の媒介因子である可能性があります。,オンライン情報：メラノコルチン受容体エントリ,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：脳では発現するが、メラノーマ細胞では発現しない。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	MC5R抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	MC5R抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MC5R 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	MC5-Rポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	MC5-Rポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

